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抜き取ってお読みください

社会福祉協議会は、社会福祉法に基づき、市民の皆さまの参加と協力によって地域福祉の推進を図ることを目的とする民間の福祉団体です。 

社協あつぎ
ひとりひとりが主役 ！ みんなでつくろう、 地域の ふ（ふ だ ん の）く（く ら し の）し（し あ わ せ）

 発 行　  社会福祉法人
厚木市社会福祉協議会

〒243-0018 厚木市中町1-4-1
保健福祉センター内

電話　046-225-2947（代表）
FAX　046-225-3036
soumu@shakyo-atsugi-kanagawa.jp
http://www.shakyo-atsugi-kanagawa.jp

「子育てサロン」は、15地区に設置されている地域福祉推進委員会の主催で、０歳か
ら就学前の子どもとその保護者を対象に、各地区の公民館や児童館で開催しています。

民生委員児童委員や主任児童委員をはじめとする多くの地域住民の協力で開催して
いる「子育てサロン」は、子どもの遊び場、保護者の憩いの場、子育ての身近な相談
の場であり、地域をあげて子育てを応援しています。
新型コロナウイルス感染症の影響により開催できない時期がありましたが、現在は
感染防止対策を徹底し、少しずつ再開をしています。

　今年度も本会主催、地区地域福祉推進委員会共催で地域ボランティア養成講座を
実施しています。
　11月15日（日）には、依知北地区で「防災・減災」をテーマに開催しました。
　第一部では、東日本大震災等で災害ボランティアとして活動されてきた野村誠氏
（本会災害救援ボランティア支援センター運営スタッフ）に、ニュースでは知り得
ない、実際に活動しないと見えてこない被災地の状況や体験等をお話いただきまし
た。
　第二部では、あつぎ災害ボランティアネットワークの石井恵美子氏、髙橋曉子氏
に、今からできる備え（「物の備え」と「心の備え」）の講話と防災グッズの紹介を
していただきました。
　昨今、大規模災害が多く発生しているため、参加者の皆さんがとても興味深く、
〝自分事″として話を聞いている姿が印象的でした。

　現在、新型コロナウイルス感染症への様々な対策が行われていますが、感染症の
流行が続く中で災害が起こるという事態にも備えなければなりません。
　市内で災害が発生したときには、ボランティア活動希望者と被災者からの活動依
頼を調整して困りごとの解決をお手伝いする「災害救援ボランティア支援センター」
を本会が設置・運営するため、平常時からその準備に取り組んでいます。
　今年度も厚木市総合防災訓練に合わせ、10月18日（日）にセンター設置・運営
訓練を実施しました。今回は、新型コロナウイルス感染症流行下でもセンターを開
設し、被災した住民の支援ができるよう、感染拡大防止対策を盛り込んだ訓練を行
いました。
　災害は予期せぬときに発生します。日頃の備えが大切です。

「防災・減災」をテーマに開催 ～依知北地区
　地域ボランティア養成講座～

新型コロナウイルス感染症と自然災害に備えて

支援してもらいたい内容
と活動できる人を調整
し、組み合わせます 道順の確認、資材の貸出

をします

活動内容と全員の無事を
報告、資材を返却します

　「子育てサロン」の開催場所・日時など詳しい
情報は、本会ホームページをご覧ください。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、引き続
き開催を見送っている地区や、参加を地区居住者のみに
限定、又は参加人数の制限をしている地区があります。
事前に各公民館へ確認をお願いします。

地区を問わず市内どこからでも参加でき、
基本的に予約の必要はありません。

～市内15地区で「子育てサロン」を実施しています～
子育て　応援します！

参加者の声
和気あいあい、
楽しんでます♪

参加者の声
毎回楽しみに
しています♡

災害救援ボランティア支援センター

送り出し・資材渡し

帰着報告・資材返却

活　動

被災者 災害ボランティア

電話や来所・訪問で被災者
から困り事を聞き取ります

活動希望者の
受付をします

ニーズ把握 受　付

マッチング

活動に際して
の注意説明を
します

説　明



社会福祉法人 清琉会 「手を合わせ　心あわせて　しあわせに」
共にあること　共にくらすこと　共によろこぶこと

ムツアイホーム　やすらぎ（特養・短期・通所・居宅）
　　　　下川入1296　☎︎245-8312
ムツアイホーム　すこやか（ユニット型特養・短期）
　　　　下川入1321　☎︎244-2311
ムツアイホーム　うるわし（短期）
　　　　下川入1321　☎︎244-2311

社会福祉法人　厚木慈光会玉川グリーンホーム（介護老人福祉施設）
小町山グリーンホーム
　（サービス付き高齢者向け住宅（特定施設指定有り））
高松山グリーンホーム（グループホーム：厚木市愛名）
愛甲グリーンホーム（グループホーム：厚木市愛甲）
厚木市玉川・森の里地域包括支援センター

厚木市小野734番地の2　TEL046（248）7778（法人代表）

入居者
 募集中！

（２） 社 協 あ つ ぎ令和２年12月15日

8月20日から11月25日までの間に、善
意銀行・ふれあい基金へ寄附金を寄せら
れた方々です。� （敬称略・順不同）

多年にわたって社会福祉の向上に貢献された方々を表彰

福祉総合相談
日常生活における様々な悩み事相談は 車いすの貸出

　毎年10月から11月にかけて行われる厚木市社会福祉大会、神奈川県社会福祉大会、
全国社会福祉大会。それぞれ多年にわたって社会福祉の向上に貢献された方や多額の寄
附をされた方を表彰して感謝の意を伝える場です。
　今年、式典は中止となりましたが、受賞者の皆様には心からお祝い申し上げます。
　表彰及び感謝状を受けられた方々は次のとおりです。（敬称略・順不同）

■ 厚木市社会福祉協議会 会長表彰
　◇地域福祉推進委員会役員　1名
　◇自治会長　甘利雅雄、中村政治
　◇民生委員児童委員　村井久雄
　◇保護司　亀井智恵、毛利澄夫
　◇地域婦人団体連絡協議会役員　竹中たみよ
　◇老人クラブ連合会地区役員　浅岡隆雄、高木妙子
　◇身体障がい者福祉協会役員　佐々木純子
　◇当事者団体等役員　樋口里美、尾𥔎勇　ほか1名
　◇ボランティア
　　平尾裕美、庄子安美、吉野加代子、瀧本剛、橋本美重子、
　　沼崎ケサ子、櫻井啓子、梅澤光代、くさやまようこ　ほか1名

　◇社会福祉施設長　小澤球美子
　◇就労継続支援Ｂ型事業所指導員
　　押川顕子、植田富美子、佐藤千絵

■ 厚木市社会福祉協議会 会長感謝
　�神奈川土建一般労働組合厚木支部、JAあつぎ夢未Kidsスクール、�
株式会社苅辺商店、三菱ふそう労働組合本社支部、山本隆広・山本治夫、
厚木市農業まつり実行委員会、金子忠、神奈川県トラック協議会・厚
木、世界心道教厚木原教会、厚木市建設業二世会・（一社）厚木市建設
業協会・厚木管友会・（一社）神奈川県建設業協会県央支部

　市民の日常生活における様々な悩
み事、心配事などを気軽に相談でき
る窓口です。

相談日　平日8時30分～ 17時15分
　　　　（祝日・年末年始を除く）
場　所　厚木市保健福祉センター 5階
問合先　援護係　☎ 225-2947

　通院や外出、急なケガなどで
一時的に車いすが必要となった
市内在住の方に対して、2ヶ月
間車いすを無料でお貸しします。

問合先　援護係　
　　　　　☎ 225-2947

厚木市建設業二世会・（一社）厚木市建設業協
会・厚木管友会・（一社）神奈川県建設業協会
県央支部

100,000円

山本隆広・山本治夫 300,000円

厚木愛甲地区更正保護女性会 20,000円

皆さまの善意
ありがとう
ございます

おめでとう

 ございます

第51回厚木市社会福祉大会

■ 民生委員児童委員永年勤続表彰　　　　　
　　高橋正技、笹沼朋子、髙橋純子、関口正昭、鎌田百合子、
　　河合美津子、森住勝夫、平本俊弘、髙橋はるこ、志村忠臣
■ 共同募金運動功労者知事表彰
　◇自治会長　菊池美明

神奈川県県知事表彰

■ 神奈川県社会福祉協議会 会長感謝
　◇民生委員児童委員　田中祐子
　◇社会福祉施設等役員・従事者
　　小宮美枝子、高橋一夫、渡邊啓子、岡崎美樹、松井興司、
　　常盤裕之、木村悦子、伊藤隆博、樋渡暁、菅野早苗、
　　井上直樹、設樂いつこ、大畑憲彦　ほか4名
　◇ボランティア
　　大野明子、岸本吉男、麻績志津子、渡辺八重子、飯谷美代子、
　　亀井喜美子、髙橋曉子、松尾登美子、臼井惠美子、土の会、
　　トキの会、依知の会、秋桜会、コールファンタジー　ほか1名
　◇公立社会福祉施設等現業員　1名

■ 神奈川県社会福祉協議会 会長表彰
　◇保護司　柏木孝之
　◇里親　西川博之、西川和美
　◇社会福祉施設等役員・従事者
　　佐藤明美、臼居こず恵、森住喜美恵、岩﨑浩介、田島佳枝、
　　飯沼一、浅野壮太、三好徹、宮下直美、盛永智子、岸実、
　　北嶌大洋、今井雄大、紙透幸三、田中麻貴　ほか4名
　◇ボランティア　てんしの会

神奈川県社会福祉協議会 会長顕彰

■ 神奈川県共同募金会 会長感謝
　◇自治会長
　　水島達雄、甘利雅雄、中村政治、加藤隆、新倉啓一

神奈川県共同募金会 会長顕彰

　◇ボランティア
　　飯塚トシ子

厚生労働大臣表彰



ヘルパーさん　募集しています…
元気な挨拶と笑顔を大切にしたチーム
ケアを心がけています。一緒に働いて
みませんか。

事業内容（訪問介護）
・ヘルパー派遣

厚木市長谷825-8-101
☎︎046（270）6669　 046（270）6668
gotog@crest.ocn.ne.jp　　

社会福祉法人　若葉会

保育士募集

依知保育園 荻野すみれ愛児園

見学随時受付中。
お気軽にお問い合わせください。

https://wakabakai.hp.gogo.jp

厚木市関口390番地
TEL：046-245-0531 
Mail：echi.hoikuen@gmail.com

厚木市鳶尾2-25-6
TEL：046-241-1306
Mail：oginosumire-1965@siren.ocn.ne.jp

社 協 あ つ ぎ （３）令和２年12月15日

募集とお知らせ

　市内小・中学校で車いす操作や高齢者擬似体験
を指導するボランティア活動をしてみませんか。

対　象　�市内在住、在勤でボランティアに関心の
ある方 4人（応募多数の場合は抽選）

日　時　2月2日（火）、3日（水）
　　　　全2回　13時30分～16時
場　所　厚木市保健福祉センター 4階
　　　　ボランティア作業室
参加費　無料
申込方法　1月8日（金）までに電話、FAX
　　　　�（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号

を記入）または右記申込フォームからお
申込ください。

申込先　ボランティアセンター
　　　　　  ☎  225-2789
　　　　　FAX 222-7440
主　催　厚木市福祉教育推進ボランティア
　　　　あおぞら会

福祉教育推進ボランティア養成講座

　新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業等で、生活資金にお悩みの方々へ向けた特例
貸付を実施しています（12月28日まで）。

▶緊急小口資金
　　休業等により収入減少があり、一時的に生活維持のための貸付を必要とする世帯向け
▶総合支援資金
　　収入減少や失業等により生活に困窮し、日常生活の維持が困難になっている世帯向け
必要書類、申請手順等については次のホームページでご確認ください。

　　神奈川県社会福祉協議会ホームページ　http://www.knsyk.jp
　　本会ホームページ　http://www.shakyo-atsugi-kanagawa.jp
問合先　援護係　☎ 225-2947

新型コロナウイルスによる生活福祉資金の特例貸付について

～「遺言はどんな風に書くの？」
　「新たに始まった自筆証書遺言書保管制度とは？」
　「任意後見制度ってどんな制度？」～

　今からできる老い支度として専門職がわかりや
すくお話します。

対　象　市内在住、在勤の方 25人（先着順）
日　時　1月27日（水）14時～16時
場　所　厚木市保健福祉センター 4階
　　　　ボランティア研修室
講　師　司法書士、厚木法務局職員
参加費　無料
申込方法　1月8日（金）までに電話またはFAX
　　　　�（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号

を記入）でお申込ください。
申込先　厚木市権利擁護支援センター
　　　　　  ☎  225-2939
　　　　　FAX 225-3021

『遺言と任意後見制度』

厚木市権利擁護支援センター
成年後見制度 普及啓発講座

対　象
　�交通事故等（列車、電車、船舶、

航空機の運行上の事故を含む）に
よる20歳未満の遺児やその世帯
で、市内に住所がある方。

　　※�見舞金については、県労働災
害見舞金の給付を受けていな
い交通遺児世帯。

申請方法
　�交通遺児調書に必要事項を記入

し、提出（郵送可）してください。
　�交通遺児調書は、本会事務所にあ

ります。
問合先　援護係　☎ 225-2947

※�この事業は、かながわ交通遺児援
護基金交付金及び神奈川県トラッ
ク協議会・厚木からの寄付金を財
源として行っています。

交通遺児激励金・見舞金・
福祉金を支給します

　バルーンアートから、地域活動に関わってみま
せんか。

対　象　市内在住、在勤、在学の方 18人
　　　　�（睦合南地区在住の方、両日参加可能な

方優先。応募多数の場合は抽選）
日　時　2月11日（木・祝）、14日（日）
　　　　全2回　13時30分～16時
場　所　睦合南公民館
講　師　Joyバルーン 代表　望月美幸氏
参加費　無料
申込方法　1月22日（金）までに電話、FAX
　　　　�（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号

を記入）または右記申込フォームからお
申込ください。

申込先　ボランティアセンター
　　　　　  ☎  225-2789
　　　　　FAX 222-7440

バルーンアートボランティア教室

　手話を学ぶことを通して、聴覚障がい者に対す
る認識や理解を深めます。

対　象　市内在住、在勤、在学の方 20人
　　　　（応募多数の場合は抽選）
日　時　2月2日（火）、9日（火）、19日（金）、
　　　　24日（水）、3月2日（火）
　　　　全5回　13時30分～15時
場　所　厚木市保健福祉センター 4階
　　　　ボランティア研修室
参加費　1,000円（教材費として。初日に徴収）
申込方法　1月19日（火）までに電話、FAX
　　　　�（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号

を記入）または右記申込フォームからお
申込ください。

申込先　ボランティアセンター
　　　　　  ☎  225-2789
　　　　　FAX 222-7440
その他　当日は13時15分までに来館。
　　　　フェイスシールドの無料配布あり。
主　催　厚木市手話サークルあゆの会

手 話 入 門 講 座

　聴覚障がい者へのコミュニケーション支援の一
つとして、その場の話を文字にして伝える「要約
筆記」があります。今回はパソコンによる要約筆
記の基礎を学びます。

対　象　�市内在住、在勤、在学の方でパソコン操
作ができ、Windows対応のノートパソ
コン（OSは8.1以上）を毎回持参でき
る方 15人（応募者多数の場合は抽選）

日　時　1月18日～2月22日までの毎週月曜日
　　　　全6回　13時30分～15時30分
場　所　厚木市保健福祉センター 4階
　　　　ボランティア研修室
参加費　無料
申込方法　�1月12日（火）（必着）までに次のどち

らかの方法でお申込ください。
　　　　　①�厚木市講座予約システムからウェブ

申込（講座番号2006001）
　　　　　②�ハガキに講座名、住所、氏名（ふり

がな）、年齢、電話・FAX番号、応
募動機、市外の方は勤務先または学
校名を書き、郵送。

申込先 及び 問合先
　　　　〒243-8511　厚木市障がい福祉課
� （郵便番号だけで届きます）
　　　　☎ 225-2221

パソコン要約筆記講習会

傾聴研修
〜電話等による傾聴活動〜

　傾聴にも「新たな生活様式」を取り入れて活動
してみませんか。

対　象　�市内在住、在勤で既に傾聴活動を行って
いる方 20人（応募多数の場合は抽選）

日　時　3月12日（金）　13時30分～16時
場　所　厚木市保健福祉センター 4階
　　　　ボランティア研修室
講　師　NPO法人P.L.A 理事長　後庵正治氏
参加費　無料
申込方法　2月12日（金）までに電話またはFAX
　　　　�（講座名・住所・氏名・年齢・電話番号

を記入）または右記申込フォームからお
申込ください。

申込先　ボランティアセンター
　　　　　  ☎  225-2789
　　　　　FAX 222-7440



（４） 令和２年12月15日 社 協 あ つ ぎ

　本会の活動資金の一部は、賛助会員会費と善意銀行・共同募金など、
皆さまからの寄附金で賄われています。
　賛助会員は、「地域福祉推進委員会」の構成団体でもある自治会のご
協力を得て募集を行う個人会員と、市内の法人に加入をお願いする法人
会員があります。今年は新型コロナウイルス感染症流行の影響を受け、
募集期間を１２月まで延長してお願いしています。
　皆さまからお寄せいただいた会費については、各地区の地域福祉推進
委員会の事業費のほか、本会が実施する ひばり号（移送サービス）や、
あつぎしあわせライフサービス（在宅援護事業）、ガイドヘルパーの養
成、ボランティアセンターの運営などの福祉活動に活用しています。
地域福祉の輪を広げていくために、なお一層のご協力をお願いします。 　本会では、様々な地域福祉活動を推進するため、自主財源確保の

ひとつとして自動販売機設置事業を行っており、設置していただけ
る企業・法人等を募集しています。
　設置していただいた自動販売機の商品購入額のうち、一定額が地
域福祉活動に活用されます。
　企業等の社会貢献活動として、ご検討・ご協力をよろしくお願い
いたします。
� 問合先　総務係　☎ 225-2947　　

　赤い羽根共同募金は、毎年10月1日から全国一斉に実施されています。
　皆さまからお寄せいただいた募金は、配分審査を経て、その多くが市
内民間福祉施設の整備費や、市内の様々な福祉活動に活用されます。本
会に配分された募金は、小・中学生が行う手話・車いす操作などの体験
型福祉教育や、各種ボランティア養成講座などに使われています。
　その他にも、広域的な取り組みとして災害時の復興支援活動や、コロ
ナ禍の中で困難を抱える方々への福祉活動などに活用されています。
　赤い羽根共同募金は来年3月31日まで行われています。引き続きご協
力をお願いします。

　成年後見制度の利用方法や後見人の実務に関することなど、専門職
が相談をお受けします。
◇ 弁護士による相談
相談日　毎月第３木曜日　13時～14時
受　付　予約制。相談日の１週間前までに電話で予約。相談は無料。 
◇ 司法書士による相談
相談日　毎月第２・第３水曜日　13時～15時（１人１時間）
受　付　予約制。相談日の１週間前までに電話で予約。相談は無料。

　自分らしい人生の最期を迎える準備について心配はありませんか。
司法書士が相談をお受けします。
対　象　�市内在住で、ひとり暮らしの高齢者または高齢者世帯で身寄

りのない方
相談日　毎月第２・第３水曜日　14時～16時（１人１時間） 
受　付　予約制。相談日の1週間前までに電話で予約。相談は無料。

　高齢者・障がい者の虐待に関わる通報や届け出を受付し、ご本人や
ご家族に寄り添い、関係機関と連携して適切に支援します。
受　付　平日８時30分～17時15分（祝日・年末年始を除く）
問合先　厚木市権利擁護支援センタ―
　　　　　☎ 225-2939　FAX 225-3021
　　　　　メール kenri@shakyo-atsugi-kanagawa.jp

成年後見相談・終活相談の問合先
厚木市権利擁護支援センター

☎ 225-2939

地域福祉を支える 大きな力！ 地域福祉活動の向上に自動販売機の設置を！
～企業等の社会貢献活動に～

【賛助会員会費 中間報告】�  11月20日現在
　　　　　　　　         16,383,079 円 

＜内訳＞ 戸別　14,038,809 円　・　法人　2,344,270 円

【共同募金 中間報告】�11 月20日現在
　　　　　　　　         10,616,006 円 

＜内訳＞ 戸別募金　 8,680,686 円 ・ 法人募金　 1,298,880 円
　　　　 街頭募金　   140,648 円 ・ 職域募金　   217,808 円
　　　　 学校募金　　  42,365 円 ・ そ の 他　   235,619 円
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成年後見相談

終 活 相 談

高齢者・障がい者の虐待通報受付

　皆さまからお寄せいただいた赤い羽根共同募金が原資となっ
ています。大切に運用します！ありがとうございました。

本会事業用車両が１台増えました！

　このたび、神奈川県共同募金会から配分を受け、本会事業用車両
１台を購入しました。
　地域福祉の更なる推進のため、本会職員が各地区での活動や支援
を行うために活用します。

　高齢者や障がい者、ひとり親家庭などで家事や介助にお困りの方
を対象に、地域住民の協力会員がお手伝いに伺います。（利用会員
も協力会員も登録制です。）

お手伝いをしてくださる方（協力会員）を募集しています。
応募資格
　心身ともに健康な市内在住者
　（年齢・経験・資格不問）

活動内容
　家事（調理・買物・洗濯・掃除等）、
　介助（通院等）、相談（話し相手）、
　生活援助（草むしり等）など

報　　酬　１時間 900円～
　（曜日、時間帯により異なります）

問 合 先　援護係　☎ 225-2947

あつぎしあわせライフサービス

協力会員　大募集！

協力できる時間に
無理なく
活動できます♪

本会の事業紹介『有料在宅援護事業』


